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ウィン・ラスベガスのカジノライセンス及び当社の株主適格性承認について 
 

2005年 3月 24日（現地時間）、当社の持分法適用海外関連会社であるウィン・リゾーツ・リミテ
ッド（以下「WRL」という）の 100％子会社であるウィン・ラスベガス・エルエルシー（以下「WLL」
という）が、カジノ経営及びそれに関連する業務を行うこと及び当社がWRLの株主として適格であ
ることにつき、ネバダ・ゲーミング・コミッション（以下「NGC」という）による公聴会が開催され、
承認されましたので下記の通りお知らせ致します。 
 

記 
 
1. 審査の経緯と公聴会結果について 

2004年初めに、WRL、WLL及びその関係会社がカジノ経営及びそれに関連する業務を行うこ
との申請を、当社及びその関係者が WRL の株主として適格であることを確認する申請を、ネバ
ダ・ゲーミング・コントロール・ボード（以下「NGCB」という）に対して行いました。 
その審査の一環として、2004年 8月末から 9月初めにかけてNGCBの調査官が数名来日して
当社につき調査を行いました。 

NGCB調査官の調査結果に基づき、NGCBは 2005年 3月 9日に公聴会を開催し、現在米国ネ
バダ州ラスベガス市に建築中であるウィン・ラスベガス・カジノ・リゾート・ホテルを所有し経

営するWLLがカジノ経営及びそれに関連する業務を行うこと並びに当社及びその関係者がWRL
の株主として適格性を有していることを認め、NGCに対して各申請を承認するよう推奨すること
を、満場一致で決議しました。 

2005年 3月 24日、NGCは、各申請者に対する質疑応答を経た後、NGCBの推奨に基づき、
各申請を満場一致で承認致しました。 
 

2. ウィン・ラスベガス・リゾート・ホテルの概要 
WRLは、スティーブ・ウィン氏を最高経営者として擁するカジノ・リゾート・ホテル開発で世
界的に有名な会社です。豪華で誰もが訪れたいと思うホテルとして建築されたウィン・ラスベガ



 

ス・カジノ・リゾート・ホテルの概要は以下の通りです。 
 
(1) 開業予定： 2005年 4月 28日 
(2) 所在地： 米国ネバダ州ラスベガス市ラスベガス大通沿い（旧デザートイン跡地） 
(3) 総費用等： 約 2,800億円、50階建、敷地総面積約 870,000平方メートル、延床総面積約

480,000平方メートル 
(4) 部屋数： 2,716室（各種スイートルーム及びヴィラ 351室を含む） 
(5) カジノ： 約 10,000 平方メートルの面積、137 テーブルゲーム、1,960 台のスロットマ

シン 
(6) 飲食施設： 6件の豪華なレストランを含む 22の飲食設備 
(7) ｺﾞﾙﾌｺｰｽ： 3つの池と曲がりくねった小川を擁する570,000平方メートルの本格的ゴルフ

コースで、ラスベガス大通沿いのホテルが併設する唯一のもの 
(8) 会議施設： 約 20,000平方メートル 
(9) 小売施設： フェラーリ・マセラティ自動車ディーラー及び約 7,000平方メートルのショッ

ピングエリア（カルティエ、シャネル、クリスチャンディオール、グラフ、ル

イヴィトン等を含む） 
(10) ｼｮｰ施設： 開業と同時に大量の水を使ったショーである「Le Réve」を公開、もう一つの

劇場では今年の第 3四半期にトニー賞を受けた「アヴェニューQ」を開演予定 
 
3. 今後の予定 

ウィン・ラスベガス・カジノ・リゾート・ホテル経営のライセンスを取得したことで、同ホテ

ルは予定通り今年の4月28日に開業することが確実となりました。更に、約2,000室のスイート、
会議場、カジノ、レストラン、小売スペースを擁する新たなホテルを隣接地に建築し、2008年前
半にはオープンすることを考えております。 
当社といたしましては、WRLの協力を得て新たなカジノ用機器を開発し、世界的に拡販をはか
るつもりでおります。 
なお、今回のライセンス承認は、従来からの計画にそったものであり、当社グループの業績予

想に変更はございません。 
 

以上 
 
【注記】 

・ ＮＧＣはネバダ州の公的機関であり、ＮＧＣＢの推奨によってカジノライセンス付与等の最終決定

権をもっております。 

・ ＮＧＣＢはＮＧＣの下部組織であり、カジノライセンス等を付与する資格についての審査を行って

おります。 


